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研究成果概要 

本研究では、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、大規模海洋調

査で採取されたメタゲノムデータ、および全球規模の環境メタゲノムから構築した Metagenome 
Assembled Genomes（MAGs）の解析を行った。 

核細胞質性大型 DNA ウイルス（NCLDVs）は土壌や水圏等の環境に広く分布し、海洋で

は主に原生生物を宿主とすることが知られている。本課題では、国際海洋調査プロジェクト

Tara Oceans で採取されたメタゲノムデータから構築された遺伝子カタログを用い、DNA ポリメ

ラーゼ B ファミリー遺伝子を指標として NCLDV の生物地理分布および宿主分類群の推定を

行った。また、近年公表された NCLDV のメタゲノム再構築ゲノム（MAG）から、予測された真

核生物宿主由来と見られる遺伝子を抽出し、新規のウイルス-宿主関係に関して解析した。 
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